
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより１０月号（第６号）                   令和８年１０月１日 発行 

墨田区立墨田中学校 校長 小出 和正 
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墨 中 だ よ り 
教育目標 

自ら学び 

心豊かで 

たくましい 

誇り 

校長 小出 和正 

 

令和 8 年 9 月 27 日（日）19 時頃から、私はテレビでアジア大会の陸上競技を見ていました。昨

年の学校だよりで紹介した男子 110m ハードル（決勝）村武ラシッド選手をはじめ、女子やり投げ

（決勝）北口榛花選手、男子 4×100m リレー（予選）などを見るためです。村武選手は銀メダル、

北口選手も銀メダルを獲得するなど、日本選手の活躍が続きました。 

大会でメダルを獲得することは容易ではありません。長年の努力を積み重ね、代表に選ばれ、決

勝という舞台で結果を出した人だけが手にできる栄誉です。しかし、私はメダルの色以上に心に残

るものがありました。それは、競技中の姿や競技後のインタビューで語られる言葉や表情から、多

くの選手が自己と向き合い、「自分の取組は万全であったか」「やり残したことはないだろうか」「さ

らに高い目標を目指すためには何が必要なのか」と問い続けている姿でした。 

昨年私は、この学校だよりで、世界陸上に出場した村武選手の「何が足りなかったんだろう 何が今

まで間違ってたんだろう」という言葉を紹介しました。世界の舞台であと一歩届かなかった悔しさの

中から生まれた言葉でした。あれから一年、村武選手は再び大舞台に立ち、銀メダルという素晴ら

しい結果を残しました。しかし、インタビューでの村武選手の姿勢は、今いる場所から、すでに次

のステージへ向けられているように感じました。私は、インタビューを聞きながら考えました。「自

己と向き合い成長している人は、自分の成果を認めながらも、立ち止まらず次へ向かっているので

はないか」ということです。 

私たちは、失敗した時や物事の節目で反省をします。しかし、成功した時にも振り返ることが大

切なのではないでしょうか。「なぜうまくいったのか」「もっとよくするためにはどうしたらよいの

か」などを考え、「やるぞ」と決断し実践している人はさらに成長していきます。 

誇りをもつこと、それは「自分の努力や頑張りを認めながらも、歩みを止めず、失敗をも次への

ヒントとして挑戦を続ける」ことではないでしょうか。 

 

まもなく前期が終了し、後期が始まります。学習、学校行事、委員会活動など、この半年を振り

返ることになります。思うような結果が出た人もいれば、悔しい思いをした人もいると思います。

そんな皆さんに問いかけます。 

この半年で自分は何を頑張ったのか 

   何ができるようになったのか 

そして、どんな自分になりたいのか 

そのために前向きな気持ちをもち、着実に歩み続けているか 

周りの生徒もあなたと同じように頑張っています。なので、努力しても必ず結果が実るとは限りま

せん。それでも、人は目標があるからこそ頑張れるのだと思います。目標は一人一人異なりますが、

自分の目標に向かって真剣に取り組むあなたを、私は誇りに思います。そんな自分を、あなた自身

が「誇り」に思えるようであってほしいと願います。なぜなら、未来をつくるのはあなたですから。 

結びに、村竹選手は次のように語り（一部を紹介）ました。この言葉を聞いてあなたは何を感じ

ますか。もし自分の生き方に生かすとすれば、どのように生かせるでしょうか。 

「結果が結果だけに、悔やまれます。調子が上向かない中でも、この場に立てたことはすごく褒めたいな

と思うんすけど、金獲りたかったですね。（声援は）本当にうれしかったです。来年、再来年と大きい大会続

くんで逆襲したいと思います。」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 

１ 木 各種委員会 

２ 金 合同社会科見学（特） 

３ 土 学校華道教室 秋葉神社祭礼 

４ 日 秋葉神社祭礼 

５ 月 進路説明会（３） 

６ 火 全校委員会 

７ 水 生徒会朝礼  

職員会議 部活動再登校 

８ 木 連合陸上競技大会 部活動なし 

避難訓練（引き取り訓練） 

９ 金 前期終業式 学校運営協議会 

１０ 土  

１１ 日  

１２ 月 スポーツの日 

１３ 火 後期始業式 部活動再登校 

幼保小中一貫教育協議会（一寺小） 

１４ 水 学年会 部活動再登校 

１５ 木 都陸上競技大会（特） 

各種委員会 

１６ 金  

１７ 土 連合学芸会 

１８ 日  

１９ 月 連合音楽会 

２０ 火 全校委員会 

２１ 水 後期認証式 生徒会朝礼 安全指導 

２２ 木 秋季歯科検診 

２３ 金 前日準備 

２４ 土 墨田祭 

２５ 日  

２６ 月 振替休業日 

２７ 火  

２８ 水 進路面談（３）（～１１月６日） 

２９ 木  

３０ 金 英検 IBA（１，２） 

３１ 土 ハートフルコンサート 

  ※変更になる場合があります。 

【墨田中学校が表彰されました ９月９日（水）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田中学校では、毎年１年生が普通救命講習会を行って

います。また、毎月の避難訓練の実施や保健体育の学習な

どで生命を守る活動に継続的に取り組んでいることから、救

急行政の充実発展に貢献していると、今回感謝状を授与さ

れました。感謝状の授与にあたっては、本所消防署長が来校

され、校長が代表して受け取りました。 

【いじめ防止授業地域公開講座 ９月４日（金）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士の櫻庭知宏さんを講師にお迎えして講演をいただ

きました。３０年以上前になりますが、都内中学校で起きた

「葬式ごっこ」という事案を引き合いに、現在は SNS で似た

事態は起こりえる、「なぜいじめはいけないのか」「コップの

水」についてお話を伺いました。 

１０月行事 主な予定 

コミュニティ・スクールが始まります 

１０月より、墨田区中学校はコミュニティ・スクールとなりま

す。都型コミュニティ・スクールは、保護者や地域住民等で構

成される学校運営協議会を設置し、学校と地域が協働して

子供たちの成長を支える仕組みです。協議会は学校運営の

基本方針を承認し、教育活動に意見を反映します。地域人材

による学習支援や体験活動を通して教育の充実を図るとと

もに、地域に開かれた学校づくりを推進し、学校と地域のつ

ながりを深めることを目指しています。 

 連合陸上競技大会の参観に関して 

１０月８日に、夢の島競技場にて連合陸上競技

大会が開催されます。今年度は３９名の生徒が出

場予定です。保護者が参観される場合には、AD

カードが必要です。担当より枚数等の確認をし、

事前に配付をします。当日はお忘れのないよう、

ご協力をお願い申し上げます。 

感染症予防に努めましょう 

例年より早いインフルエンザの流行期に入っています。本校

ではまだ多くはありませんが、油断はできません。今月は合唱

コンクールも控えており、実行委員会など活動が活発化してい

ます。手洗いやうがい、マスク着用など基本的な感染予防策

へのご協力をお願い申し上げます。 


